
はじめに

　本論文の一部は２００５年、静岡県で開催され

た全国語学教育学会、国際会議でポスター発

表されたものである†。

　「日本人学生は、なぜ自分の意見を言わな

いのか」、「なぜ質問をしないのか」、「なぜ目

を合わせないのか」、私たちは、日本で英語

を教える外国語指導助手（���）が抱える、

このような疑問や不満をもとに、日本人学生

には「なぜ、そのような行動をするのか」ま

た、���には「なぜ、日本人学生はそのよう
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な行動をすると思うか」というようなアン

ケート調査を行った。この二つの調査結果を

比較、考察することにより、���と日本人学

生は互いの異なる文化を十分に理解している

のか。また、どのような場面で異文化摩擦を

起こすのか。これまでの、英語教授法なども

振り返りながら、日本の英語教育現場におい

て、相互理解を目指す教育には、今後何が必

要か、その改善策を見出していきたい。

１．日本人の英語力

１．１　世界の評価

　近年、日本の「英語教育」に関する批判は

国内に限らず海外からも厳しくなっている。

例えば、クラーク（１９７８）‡は次のように述

べている。

� 「…日本人が英語を勉強するために払っ

ている努力とオカネのわりに、その成果

はお粗末だと感じています。」

　また、ポラック（１９７９）は次のようなコメ

ントを挙げた

� 「カセットにしろ、テレビにしろ、勉強

する気があれば、日本てなんでもそろっ

ているでしょう。とっても恵まれていま

すね。それでいて、日本人はどうして語

学が進歩しないのかよくわからない。」

そして、次のような記事も書かれた。
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１．２　英語教育と問題点

　日本よりも外国語教育の効果がさらに低い

国もないわけではない。��������	�
���
���

������に指摘されているように米国などは

そのよい例であろう（読売新聞、５�１１�１９８１）。

　日本の英語教育にはどのような問題がある

のだろうか。日本の英語教育の問題点を項目

別に分けると１１のトピックに要約ことができ

る（竹蓋、１９８２）�。（１）教師の質（２）生の

英語に触れる機会（３）外国語学習の厳しさ

（４）学習の目標（５）入学試験（６）指導

要領（７）学習意欲（８）教授法（９）表現

意欲（１０）日本語化（１１）言語と文化、これ

らを以下に要約する。

（１）教師の資質

　　日本の英語教育は英語教師の実力不足よ

り、資質が低いことが指摘されている。そ

れは教師の英語力の低さ、英語を教えるこ

とへの自信の無さがある。しかし一番の原

因は、教師が現代英語の実際を余りに知ら

なすぎるという点である。

（２）生の英語に触れる機会

　　日本の英語教師は現代英語の�����に触

れる機会が極めて少なく、ただ教科書、参

考書、作品というものに接してきただけに

過ぎず、卒業するとそのままルーティーン

になっている。その結果「死語同様の語」

を教えてしまう。

（３）外国語学習の厳しさ

　　日本の英語教師、学生が、実際の外国語

学習の厳しさを理解している数は少ない。

言語、音声言語活動、言語音声が複雑、難

解なものであるということを真に理解して

いない。

（４）学習の目標

　　日本人学習者には、はっきりとした英語
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の学習目標がなく、どの様な質と程度の英

語能力を目指すべきか、ということが少し

も具体的に示されていない。

（５）入学試験

　　日本人にとって英語学習は入学試験の合

格、就職試験の合格に必要不可欠なもので

あり、その試験問題は「聞き、話す力のテ

スト」に対する配慮が少なく、受験英語に

強くなるということは会話ができなくなる

ということになる。

（６）指導要領

　　日本の英語学習の指導要領による制限が

指摘され、中学から大学までの８年間の英

語学習中、何をどのような順序で学ぶかと

いうことが疑問に出されている。

（７）学習意欲

　　日本の学生側による学習意欲の欠如が指

摘されている。英語学習の大半が受験のた

め、進学のためであり、ことばとしての英

語学習に意欲を持っていないのである。

（８）教授法

　　日本の英語教師は授業中（技術）の話ば

かりに興味を注ぎ、英語という言語につい

ての学習法の心理についてあまり知らな

い。教授法の改善を提唱する声が多い。

（９）表現意欲

　　日本人は英語を話す、書くことの表現行

動には自信がなく、また、その能力、意欲

も低いということが明らかにされている。

（１０）日本語化

　　英語学習において���������	�
���
いわ

ゆる「和製英語」「日本発想に基づいた翻訳

の英語」が学習者の英語上達の妨げになっ

ている。

（１１）言語と文化

　　英語学習を「外国語学習」だけと考え、

言語と文化を切り離した学習のため、日本

人は異なった文化を理解し、強調していく

ことが苦手とする人が多くなっている。こ

れらについての詳しい説明は『日本人英語

の科学』に論じられている。

　さて、この研究のテーマは、どちらかとい

うと、上記の最後の項目に深く関わってい

る。本論に入る前に、ここで、試験結果に表

れた日本人の英語能力をもう少し眺めてみる

ことにする。

　数年前に�������	
���
����
���������（���）

��������、���ウッドフォード氏が、���ス

タジオ１０２「日本人の英語力判断」という番組

に出演し、以下の�����の得点をもとに日

本人の英語力について語った。

　この得点は６８０を満点とするテストの各国

別総得点の平均点だということだったが、

ウッドフォードは日本の得点は世界１０６カ国

中８５位、アジアで１８位と極めて厳しい結果で

あると語った。その他、日本人英語力ランキ

ングからも日本人の英語力の厳しい結果が見

られる。
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２．さまざまな工夫

２．１　日本の英語教育と教授法

　「２１世紀日本の構想」懇談会に対する総理

大臣報告（２０００）が発行されてから、日本の

英語教育に関する様々な議論が教育委員会で

成されてきた。そして、国際時代に伴った国

際社会の中に位置づけると共に日本人の英語

能力を上げることは国家の大きな課題となっ

た。この大きな課題を越えるための手段とし

て���プログラムは設置され、外国から色々

な外国人講師を日本の学校でアシスタント教

師として招くことにした。（吉田、２００１）���

プログラムとは、��������	�
����	
���	��

�������	
��
	���（語学指導等を行う外国青

年招致事業）の略称で、日本に派遣された

���（外国語指導助手）は各自治体において、

学校等で外国語指導助手をしながら、国際交

流活動に活躍し従事する。以前は外国語の教

育指導プログラムという側面が強かったが、

せっかく優秀な外国の青年が日本に滞在する

のであるから、ただ英語を教えるのみではな

く、同時に国際交流を深めようという目的で

���プログラムは創設された。���プログラ

ム参加者は日本の地域社会で色々な活動を

し、成功を収めたが、日本人学生の英語教育

に関する効果は見られないように思われた。

（��������		
２０００）日本人学生は英語能力レ

ベル、特に会話能力（���������	�
�����
��

�����）は進歩していない。マックコルネル

氏はコミュニカティブ英語教授法の失敗の原

因は、多くの外国語教師は伝統的（古い）教

え方とコミュニカティブ英語教授法の区別が

できなかったことにあると述べた。（吉田、

２００１）

　さて、日本で導入された英語学習教授法を

調べてみると、次のようなことがわかった。

日本の英語教育に影響を及ぼした教授法は

色々とあるが、大きく分けると二つある。一

つはパーマーが導入した「オーラルメソッ

ド」、もう一つは第二次世界大戦後日本に登

場した「オーラルアプローチ」である。＊＊

　文部科学省学習指導要領に指摘されたよう

に、１９６０年代英語の授業は４７の技能と同時に

外国の文化を学ぶことを重視した。

１．文法・翻訳法

　文法・翻訳法とは、まず文字基本文法を覚

え、次に例外規則を学ぶという方法。最も古

典的な方法ではあるものの、学習の進み方と

実際に使えるかどうかは別問題で、現在の外

国語教授法では、「文法・翻訳法だけではだ

め」との考え方が主流。東京オリンピック

（１９６４）そして大阪国際博覧会（１９７０）後、学

校の英語教育は総合会話又は表現力、つまり

「英語を理解し、自分を英語で表現できるよ

うに」を目的にした。

２．オーディオ・リンガル法

　オーディオ・リンガル法は文法・翻訳法が

「読み・書き」中心だった事に対し、「聞く・

話す」を優先させる教授法。一般的に言われ

ていることとしては日本人が日本語を話す

時、あれこれと文法を考えずに無意識で話す

ように、外国語を学ぶ際にも、この「習慣

化」を勧める。「読み書き」だけで身につくも

のでもないが、同様に「聞く、話す」だけで

身につくものではない」という反論がある。

１９７８年の改革を得て、１９８９年の学習指導要領

改革では、初めて、コミュニケーションとい

う言葉が使われるようになった。最近の指導

要領には「学生が英語を実用的に使えるよう

に“コミュニカティブコンピテンス（������

��������	�
��������）が必要だ」と書かれて

いる（吉田、２００２）。コミュニカティブ教授

法（���）は学習内容だけを中心にするので
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はなく、学習の意味やコンテキストなどを中

心として、学生の４つのコンピテンス（能

力）（１）文法的能力、（２）社会言語能力、

（３）会話能力、（４）戦略能力を重視しなけ

ればならない。（���������	
������１９８０）

３．コミュニカティブ・ランゲージ・ラーニ

ング

　コミュニカティブ・ランゲージ・ラーニン

グは、上のような歴史を経て、現在注目され

る教授法だ。この教授法では、文の構造や語

法よりも、実際にどのようなコミュニケー

ションが行われるのかが重要視される。いわ

ば、実践の中で実践力を養うもの。

　その他にも沢山の教授法が提案されていた

が、日本人学生の英語能力取得には繋がらな

いようだ。吉田によると英語教師（教授法）

に原因がある。「どのように学習すると、効

果的に外国語が身につくのか」というテーマ

は日本の応用言語学の大きな課題になり続け

た。

　私たちは、ここに、もう一つの理由がある

のではないかと疑問を持って、この研究を

行った。その議論に入る前に、「効果的な外

国語の習得法」に大きく関わっているテーマ

を紹介する。

　��������（２０００）††は��������	
���
�	��

����������	
��（���）は英語の授業の狙いを

達成するためには、言語学習の構成要因を理

解する必要があると述べる。これらの学習構

成要因は以下のものである。
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３．別の視点から見る英語教育

３．１　言語と文化

　今日まで日本での英語教育法はこれらの学

習構成要因をもとに施された。しかし、数年

間の政府や様々なレベルでの英語教育の努力

と工夫の成果はまだ見られていないようだ。

日本人学生の英語が上手くならない原因は必

ずどこかにあるはずだ。

　そこで、私たちは、最近よく耳にする言葉

「国際理解」というような視点から、英語学

習を考察することにした。日本人学生の英語

力が、その努力とお金をかけているわりに上

達しないのは「英語の勉強の仕方がわからな

い、英語が下手、単なる英語が話せない人

達」という問題ではないであろう。日本人学

生の英語力が進歩しない理由の一つに、数年

前、「言語と文化」にその原因があると言わ

れた。そこで、「言語と文化」の関係を考察

する。

　はじめに、日本人学生が外国語の授業中に

する態度と行動について、���からよく聞く

コメントから見てみよう。色々なコメントが

あるが、ここでは代表的なものだけを取り上

げる。これらは上記で述べた日本の英語教育

に対する批判によく似ている。

＊日本人学生は授業中静かで、自分の意見を

述べたり、質問したりしない。

＊日本人学生は授業中に質問しないで、授業

の終了後、個人的に質問をしに来る。

＊日本人学生は先生に質問をされても、あま

り返事をしない。または、できない。

＊日本人学生は説明するのが苦手で、自分の

意見を長く答えることができない。

＊日本人学生は先生から目をそらしたり、下

を向いたりする。

＊日本人学生のほとんどが恥ずかしがり屋

だ。

３．２　調査目的・方法・内容

　私たちは、これらのコメントをもとに、も

しかすると、これらのものが日本人学生の英

語能力を妨げる要因になっているのではない

だろうかという疑問を持った。なぜ、日本人

学生は授業中に上記のような行動をするのだ

ろうか。上記で挙げられた外国人講師が持っ

ている日本人学生のイメージとコメントを確

認するため、私たちは日本人学生３０名を対象

に次のようなアンケート調査を行った。アン

ケートの項目と結果は以下の通りである。

＊１　日本人学生に行く

調査１　（日本人学生用アンケート）

�
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「下記の項目は、海外から来た外国語教

師から見た、日本人学生に対する行動に

ついての疑問をもとに、作成されたアン

ケートです。自分が最も近いと思われる

数字に○をつけて下さい。もしも、その

他の答えがある場合は（　　）の中にそ

の他の理由も書いて下さい。」

（※英語の授業の場合）

質問１．日本人学生はなぜ授業中あまり

質問をしないのですか？

１．話をしている途中で質問するのは失礼

　　０…１…２…３…４…５

（思わない）　　　　　（強く思う）

２．こんな質問をしたら笑われるのでは

ないかと思う

　　�０…１…２…３…４…�５

３．私だけが思っている質問だからしな

い

　　０…１…２…３…４…�５

４．やる気がないから

　　０…１…２…３…４…�５

５．その他（　　　　　　　　　　　　）



３．３　調査結果

＊質問１の結果（ポイントの高かった回答順

に以下に述べる）

１．こんな質問をしたら笑われるのでないか

と思う

２．私だけが思っている質問だからしない

３．話をしている途中で質問するのは失礼

４．やる気がないから

質問２．日本人学生はなぜ先生と目を合わせ

ないのですか？

１．目を見ることは失礼

２．目を見る行為に慣れていない

３．先生がこわいから

４．恥ずかしいから

５．その他

＊質問２の結果

１．目を見る行為に慣れていない

２．恥ずかしい

３．目を見ることは失礼

４．先生がこわいから

質問３．日本人学生はなぜ自分の意見を言わ

ないのですか？

１．恥ずかしい

２．周りの目が気になる

３．目立ちたくない

４．英語が話せないため

５．その他

＊質問３の結果

１．周りの目が気になる

２．目立ちたくない

３．英語が話せない

４．恥ずかしい

質問４．なぜ日本人学生は質問に対する答え

が短いのですか？

１．簡潔に述べた方が良いから

２．長々と話すと自慢や言い訳に聞こえる

３．周りの人の意見も聞きたいから、短めに

答える

４．外国人の先生が嫌いだから

５．その他

＊質問４の結果

１．長々と話すと自慢や言い訳に聞こえる

２．簡潔に述べた方が良いから

３．周りの人の意見も聞きたいから、短めに

答える

４．外国人の先生が嫌いだから

質問５．　なぜ日本人学生は授業中ではなく、

授業後に質問するのですか？

１．個人的な質問だから

２．ゆっくり、詳しく話せるから

３．自分だけがわからなかったと思うから

４．小さな質問をするのが恥ずかしいから

５．その他

＊質問５の結果

１．個人的な質問だから

２．自分だけがわからなかったと思うから

３．ゆっくり、詳しく話せるから

４．小さな質問をするのが恥ずかしいから

質問６．なぜ日本人学生は、わからない時、

「わかりません」と言わずにただ「黙って何も

言わないのですか？

１．考えているから

２．わからなくても、考える姿勢を見せたほ

ういい

３．「わかりません」と言ったら自分が馬鹿

みたいだから

４．先生が嫌いだから

５．その他

＊質問６の結果

１．わからなくても、考える姿勢を見せた方

がいいから
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２．「わかりません」と言ったら自分が馬鹿

みたいだから

３．考えているから

４．先生が嫌いだから

　次に、日本で英語を教える外国人教師３０名

を対象に、日本人学生のする行動に「困難を

感じるか」、また、「なぜそのような行動をす

ると思うか」というアンケート調査を行っ

た。日本語で書かれたもとの原稿は英語に翻

訳された。アンケートの項目と結果は以下の

通りである。

＊２　外国人教師に聞く

調査２（���用アンケート）

＊質問１の結果

質問１①はい　と答えた人　１７人

質問１②の回答で多かった順１～３までを以

下に述べる

１．文化的な理由

２．恥ずかしい

３．英語が話せないから

質問２．日本人学生が目を合わせないことに

困感を感じますか？

＊質問２の結果

質問２　①はい　と答えた人　０人

質問２　②の結果

１．文化的な理由

２．恥ずかしいから

質問３．日本人学生が授業中に自分の意見を

述べないことに困感を感じますか？

＊質問３の結果

質問３　①はい　と答えた人　２３人

質問３　②の結果

１．文化的な理由�

２．英語が話せない

３．その他

（発言する能力がない�練習していない�聞く

ことに慣れている�英語に自信がない）

質問４．日本人学生が質問の答えに対して、

返事が短いことに困感を感じますか？

＊質問４の結果

質問４　①はい　と答えた人　３人

質問４　②の結果

１．英語が話せない

２．文化的な理由

３．わからない

質問５．日本人学生が授業中ではなく、授業

の後に質問することに困感を感じますか？

＊質問５の結果

質問５　①はい　と答えた人　０人

質問５　②の結果

１．わからない（困難ではないが、不思議・

奇妙）

２．恥ずかしい

３．文化的な理由
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「下記の項目は、多くの���から寄せら

れた日本人学生が英語の授業の際にする

行動に対する、疑問や不満をもとに作成

されたアンケートです。自分が思う一番

近い答えを１つ選び、○を付けてくださ

い。」

質問１．

①�日本人学生が授業中に質問しないこと

に困感を感じますか？

　　はい　／　いいえ

②なぜ、日本人学生は授業中に質問をし

ないと思いますか？

（１）�わ か ら な い　（２）恥 ず か し

い　（３）文化的な理由（４）私が嫌いだ

から（５）英語が話せないから（６）英

語が嫌いだから（７）その他（　　　　）



質問６．日本人学生がわからない時、「わか

りません」と言わずにただ黙っていることに

困難を感じますか？

＊質問６の結果

質問６　①はい　と答えた人　１４人

質問６　②の結果

１．恥ずかしい

２．英語ができないため

３．わからない

　以上が、日本人学生に聞いたアンケート調

査１と日本で英語を教える���に聞いたア

ンケート調査２の結果である。調査１の結果

より明らかになった事は、日本人学生がその

ような行動をするのには、言語に関わる理由

よりも、文化的影響が大きな要因となってい

ることがわかった。また、調査２を行ったこ

とにより、���の多くが、日本人がそのよう

な態度をするのには文化的な背景によるも

の。と考えていることがわかった。では、調

査結果を見ながら、日本人学生がする行動に

は、どのような文化背景が影響しているのか

考察していこう。まず、はじめに、質問３を

見てみよう。「日本人学生はなぜ自分の意見

を言わないのですか？」という質問に対し、

多くの学生は「周りの目が気になる」「目立ち

たくない」と答えている。

４．英語学習の文化的背景

４．１　分析と考察

　これは、日本では「出る釘は打たれる」と

いう言葉があるように、あまり自分の意見を

言いすぎたり、派手なことをしたりすると、

グループの中で突出し、排斥されてしまうと

いう心理が隠れていると考えられる。自分の

意見をあまり言わないと言われる日本人であ

るが、国弘正雄（１９７６）‡‡は「日本の沈黙の

美学」について次のように述べている。

　「…われわれ同質の集団の中においては、

必ずしも意思疎通は言語を使ってする必要が

ない。……以心伝心的なコミュニケーション

が可能になる日本の場合は、言ってみれば全

体が大きな家族みたいなもので、日本人の間

のコミュニケーションは往々にして言語によ

る必要を認めない。そこでわれわれは、たと

えば以心伝心というような美学を発達させて

しまった。……ことあげ（言挙）せずという

のがわれわれにとっての美学であった。「こ

とだま（言霊）のさきわう（幸ふ）国だとい

うようなことも奈良朝時代にはいっていった

のですけれども、平安朝以降になると、こと

あげせずということが、ことに男子の場合は

美徳とされるようになった。みずからのうち

なる思いや、感情、情感をやみくもに表に出

すことは、特に男性にとってはうとましいこ

とである。あまりいいことではないという、

そういう一種の社会的な規律、訓練というも

のをわれわれは身につけた。そして沈黙の美

学というべきものを発達させたようでありま

す。」

　質問４の「なぜ日本人学生は質問に対す

る、返事が短いのですか？」という質問に対

し、日本人学生は１．長々と話すと自慢や言

い訳に聞こえる　２．簡潔に述べた方が良い

から。と回答している。

　一方、「なぜ日本人学生は質問に対する返

事が短いと思いますか？」との質問に、���

の一番多かった回答は「英語ができないた

め」と回答していた。

　日本人にとっては答えを「簡潔に述べるこ

と」が美とされていて、そのため学生は短め
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に答えているのに対し、���は学生が短く答

える理由は言語面の問題だと考えていたの

だ。つまり、文化の相互理解が十分に行われ

ていないことを表している。

　学生は“自分の意見を持っていない”わけ

でも、“何も考えていない”わけでもなく、

自分の意見はあるが、意見を述べることに対

する文化的、社会的、抵抗のようなものがあ

り、自分の意見を発言することに対する抵抗

やためらいがあるのだ。

　また、質問６の「なぜ日本人学生は、わか

らない時、「わかりません」と言わずにただ

黙って何も言わないのですか？」という質問

に対して、多くの学生は「わからなくても考

える姿勢を見せたほうがいい」「わかりませ

ん。といったら自分が馬鹿みたい」と回答し

ている。

　「わからない」ものを「わからない」と言う

のが当たり前と考える文化もあるが、日本で

はわかりませんということを恥であるように

とらえ、間違えるくらいなら言わない方が良

いと考える傾向があることを表している。

　���に行ったアンケート調査２の質問６

で、次のようなコメントが書いてあった。

　

　「日本では、早く答える事よりも、正しい

答えを述べることが、重要視されているよう

だが、英国では正しい答えよりも、早く答え

ることを子供の頃から求められている。その

ため、生徒は間違えてもなんでも、質問され

たら早く何かを答えようとする」そこには、

早く答えることが重要とされる文化と、正し

い答えが重要とされる文化間の違いが見られ

た。

　しかし、多くの外国人講師はこのような態

度をとる日本人を、「恥ずかしがり屋の日本

人」、「何も考えない人々」と捉えてしまうこ

とが少なくない。自分達の国の価値観や常識

を、日本人学生の姿と重ね合わせ、その常識

から遠く離れた日本人の行動を見て、「何を

考えているかわからない」「奇妙で不可解」の

ように捉えてしまう。つまり、現代の日本の

英語教育現場では、互いの文化で何が尊重さ

れ、美と考えられているのか、という相互理

解が十分にできていない。と言えよう。

　世界的に見て日本人の�����の点数は最

低だ。だから、英語教育を広めよう。日本人

も授業中に意見をどんどん述べ、外国人のよ

うになろう。というのが現在の日本の英語教

育といえる。

　国弘正雄（１９７６）��は、われわれ日本人な

いし、日本というものが、世界的に見た場合

にはたいへんに理解することがむずかしい、

かなりユニークな存在である。と次のように

述べている。

　「…どういう点がユニークか、それは何と

いっても日本が世界に一六〇ほどある国の中

で、それこそまれにみるほどの単一性、均一

性を持った国であるということです。」

　それだけに、われわれの方から、積極的に

理解を求めるという必要も大きいわけであ

り、その努力の不足がなげかけられているの

である。

　日本で行なわれた英語教育における報告の

中で吉田（２００１）＊＊＊は、日本人学生の英語

学習環境について次のように述べる。
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　「日 本 の 英 語 教 育 は�������	
����
�

（���）にたとえることができる。���と

は、茶碗に生きている魚を指す、次のような

特徴を持つ：（１）魚は他のものに頼る（えさ

が与えられるのを待つ）（２）魚は理想的な環

境におかれている（茶碗の中にいる他の魚と

一緒に生きるため、きれいな水や十分なえさ

がある、などのような環境を守る）（３）茶碗

の中は魚にとって、人工的�（�������	）な環境

である。日本人学生の英語学習環境はこのよ

うな人工的な環境（茶碗）におかれている。

���のような環境は言語学習取得には良く

ない。日本での英語教育は���モデルのよ

うに（１）学生は学習に対する態度が非積極

的であり、先生から来る学習するもの（え

さ）を待っている、（２）間違えが許されな

い、完璧な答えを求める、というような理想

的な環境であり、（３）コミュニケーション

が認められず、学習は総合コミュニケーショ

ンではなく、狭い範囲（文法）を中心的にお

こなう。」

　吉田は「英語学習者は���������	�
���
�

（���）　に指摘される「海にいる魚」と同じ

ようなものにならないといけない」と指摘す

る。英語を学ぶのに、日本人学生は海にいる

自分の力で生きている魚のように他のものの

助けを待つのではなく、自分で学ぶ意志を持

た な け れ ば な ら な い。��������	�
����

（���）の特徴は：（１）自立性（２）環境適

応力（３）共存を認める。英語学習では学生

が先生に与えられるものを待つのではなく、

自分の力で、積極的に学習を進める（２）環

境に適応できる力を持つ（３）他の魚と一緒

に共存できる。ことが必要である。

結　論

　以上教授法、外国人教師と学習環境という

三つの視点から、異文化理解と英語教育を関

係付けた。外国語（英語だけではなく）を身

につけるためには、言葉はもちろんのこと、

それと同時に相手の文化を知ること。また、

理解することが必要である。外国語を教える

教師にとって、異文化理解は生徒の生まれ

育った社会や、心理、文化的背景を知り理解

する必要がある。特に日本人学生は、無理や

り「���’���������」、「��������」、「���’�������

�������	
����
����	��
�」などと言われても、

そのようにすぐに切り替えることができな

い。実際は、できないのではなく、そうなる

には時間がかかるのである。自分の文化と他

の文化では、どのような点が異なり、誤解を

招くのか、そこをしっかりと理解し、相互理

解ができるように、今後の日本の英語教育に

は、もっと積極的に自分の文化を伝えられる

ようになる必要があるのではないだろうか。
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